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研究成果の概要（和文）：進化ゲーム理論を応用した生活保護におけるスティグマの形成の２つの理論モデルを
構築した。
(1)動学的統計的差別モデルにおいて、２つの長期均衡が生じた。ひとつは、不正受給者はゼロであったが、受
給資格者もスティグマのためにだれも受給しない（完全漏給者）という均衡がうまれた。もう一つの均衡は、あ
る程度受給資格者も受給したが、不正受給者が多数が生まれた。（２）動学的納税者の怒りモデルでは、両者が
混在する唯一の長期均衡が得られた。その均衡では完全漏給者数は減少したが、不正受給者も存在している。こ
の均衡の性質はドイツや日本の現状をうまく説明できる。この均衡が正しければ、一番望ましい政策は賃金率の
増加である。

研究成果の概要（英文）：Two theoretical models of stigma formation in welfare are developed by 
applying evolutionary game theory. 
(1) In the dynamic statistical discrimination model, two long-run equilibria emerged. One 
equilibrium was that there were no unauthorized recipients, but no eligible recipients received 
benefits due to stigma (complete leakers). The other equilibrium was one in which some eligible 
recipients received benefits, but a large number of unauthorized recipients were created. (2)The 
dynamic taxpayer anger model shows that the only global equilibrium with both extremes is a mixed 
long-term equilibrium. In both equilibria, increasing benefits reduced the number of full leavers, 
but increased the number of unauthorized recipients. The most desirable policy outcome was an 
increase in the wage rate. The most desirable policy outcome was an increase in the wage rate, since
 an increase in the wage rate reduced both the number of full leakers and the number of unauthorized
 recipients.

研究分野： 公共経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
理論的な結論は、なるべく不正受給者および完全漏給者（資格があるのに受給しない人）を減少させるための最
適な生活保護制度をデザインするための政策指針を得ることができた。しかし、統計的差別モデルを使うか、納
税者の怒りモデルを使うかによって、到達可能な長期均衡点が異なる。しかし、両モデルはほぼ同じ政策的なイ
ンプリケーションを与えている。特に、賃金率の上昇が一番の望ましい政策であることが示されている。給付水
準を上げることが次に望ましい。本研究から得られた政策的インプリケーションは、ある程度の一般性および普
遍性があるので、現実の生活保護制度をデザインする際に適用できると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
マーリーズ (1971)は一定の税収を確保しながら社会厚生を最大化する最適非線形所得税理論
を構築して、いかなる条件下で累進所得税制を正当化できるかを考察した。他方、生活保護の制
度設計はアカデミックだけでなく実際の政策立において税制とは別個の問題として議論されて
いる。これに対して、本研究では、生活保護の受給にスティグマが伴う結果、漏給（生活保護を
必要とする者が受給要件を満たしているにもかかわらず受給しない状態）が生じている状況下
で、２つの制度を一体化して、共通の政府予算制約下で一つの社会的厚生関数の最大化して、最
適所得税構造および生活保護給付水準および基準額を同時に決定するモデルを構築する。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、生活保護の受給にスティグマによる心理的コストが伴う状況下で、最適非線形所得税
制および生活保護の最適制度デザインの決定とその定量的な評価を目的とする。特に、本研究で
は、生活保護の受給にスティグマが伴う結果、漏給（生活保護を必要とする者が受給要件を満 
たしているにもかかわらず受給資格者が受給しない状態）が生じている状況で２つの制度を一
体化して扱い、共通の予算制約式の下で一つの社会的厚生関数の最大化して、最適所得税構造の
導出と生活保護給付水準および生活扶助基準額を決定するモデルを構築する。さらに、個人の効 
用関数および労働能力分布の関数形を特定化して、労働供給の弾力性や所得分布の計量経済学
的な推計から得られる推定値を用いて、理論モデルのシミュレーション分析を行い、生活保護給
付水準および生活扶助基準額を定量的に導出する。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の３点を目的として理論研究及びシミュレーション分析を行う。 
①生活保護の受給にスティグマによる心理的コストが伴う状況下で、最適非線形所得税制およ
び生活保護の最適制度デザインの決定とその定量的な評価を目的とする。最適所得税制に関す
る分析は、一定の税収を確保しながら、社会厚生を最大化する所得税制を考察した Mirrlees 
(1971)により導入された最適非線形所得税理論がある。他方、生活保護の制度デザインはアカ
デミックだけでなく実際の政策立案においても税制とは別個の問題として議論されている。こ
れに対して、本研究では、生活保護の受給にスティグマが伴う結果、漏給（生活保護を必要とす
る者が受給要件を満たしているにもかかわらず保護されない状態）が生じている状況下で、２つ
の制度を一体化して扱い、共通の予算制約式の下で一つの社会的厚生関数の最大化して、最適所
得税構造の導出と生活保護給付水準および生活扶助基準額を決定するモデルを構築する。さら
に、効用関数および労働能力分布の関数形を特定化して、労働供給の弾力性や所得分布の計量経
済学的な推計から得られる推定値を用いて、理論モデルのシミュレーション分析を行い、定量的
な性質を明らかにする。②低所得者層が不正受給するか労働供給を行うかを内生的に選択する
モデルを想定する。その結果、非就労者のなかに不正受給者が存在することによってスティグマ
が発生する。このような状況において、政府は非就労者がどちらのタイプであるかを判断するこ
とは難しいので, Mirrlees モデル(1971)のように誘因両立条件を生活保護の申請者に課す
ことによって、不正受給者が多数応募するような逆選択を防止するようなモデルの構築も行う
予定である。③Besley and Coateのモデル (1992) においてスティグマのもう一つの源泉
である不正受給者に対する『納税者の怒り』を挿入した中間および高所得階層の納税者の効用関
数を想定した場合、生活保護制度およびスティグマの存在が最適非線形所得税制にどのような
影響を与えるかを調べる。特に、高所得者に対する累進所得税制が 
このような状況で正当化されるかどうかを考察する。 
 
 
４．研究成果 
進化ゲーム理論を応用した生活保護におけるスティグマの形成の以下の２つの理論モデルを構
築した。以下の点を明らかにした。 
(1)動学的統計的差別モデルにおいて、２つの長期均衡が生じることを明らかにした。ひとつは、
不正受給者はゼロであったが、受給資格者もスティグマのためにだれも受給しない（完全漏給者）
という均衡がうまれた。もう一つの均衡は、ある程度受給資格者も受給したが（つまり、完全漏
給者は減少）、不正受給者が多数生まれた。 
（２）動学的納税者の怒りモデルでは、両者が混在する唯一の長期均衡が得られた。その均衡で
は完全漏給者数を減少したが、不正受給者も存在している。すなわち、完全漏給者および不正受
給者が混在している均衡である。この均衡の性質は両タイプの受給者が現実に存在しているド
イツや日本の現状をうまく説明している。この均衡が現実への近似として妥当性があれば、一番
望ましい政策は賃金率の増加である。次に望ましい政策は給付水準の増加である。なぜなら、後



者の政策は完全漏給者が減少するが、一方で不正受給者も増加する。他方、受給の際の露出度の
強化（申請手続きや審査の厳密化）は、不正受給者を減少させるが、同時に完全漏給者も増加せ
るので、社会的弱者を救済するという社会政策の観点からいうと望ましくない政策である。 
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